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所
ダ
ム
の
建
設
に
伴
っ
て
、

を
抜
け
て
、

両
方
に
通
し
飯
岡
卜
文
字
ー
鹿
よ
ー
製
を
通
り
、
竹
内
を

あ
る

西
側
に
出
て
少
し
，
f
く
と
、
改
修
鋪
装
し
た
逍
路
に
出
る
，

こ
の
道
路
は
価

ー

11」

9

さ
．

O
O
c
m
)
、
弘
化
．
h
年

「
南
皿
阿
弥
陀
佛
」
（
＇
り
叫
さ
．

OILem

な
ど
が

ま
ま
の
家
並
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
。

歩
行
者
の
通
れ
る
東
北
本
線
の
ド
を
通
る
地
卜
迅

西
川
：
・
ト
：
ヶ
川
仇
森
塔
」

， ， J 

、
i
m
)
、：．ヽ
l
.

、し：こ

ー

ォ

ー

f

!

c

)

ー
）
＇
ー

湯
敗
川
・
羽
児
山

に
新
た
な
道
路
を
附
通
さ
せ
て
木
，
＇
い
い
の
方
に
通
ず
る
よ
う
に
し
、
古
い
ー
ロ
物
町
は
も
と
の

力
八
＾
ー
と
追
跨
の
反
対
側
に
り
市
枡
田
の

11碑
か
あ
る

．．．．． 

文
文

1
|

,＂μ
9

,

．
 

「

e
g
r
:：
t
;んJ
ー

合＂ハ阻

K
r
ロ
イ
礼

rli

り
困
難
に
な
っ
た
の
で
、
最
近
で
は
明
治
柏
を
渡
っ
て
、
北

t
川
か
ら
9
ド
石
川
の
堤
防

t

ー
）

j
.＼

rで
あ
る
。

ー

1

}

J

l
し

111
直
の
少
し
右
側
に
外
郭
線
の
築
地
跡
と
ぶ
あ
と
か
認
め
ら
れ
る
。

に
出
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

こ
の
地
ド
道
は
最
近
の
自
動
中
の
大
型
化
に
よ
っ
て
、
通

飯
凶
卜
＇
又
．
．

f
か
ら

km
ほ
と
り
っ
だ

i
l
r
か
、
最
近
心
和
城
跡
と
枡
定
さ
れ
て
い
る
人

青
物
町
の
は
す
れ
は
東
北
本
線
で
切
断
さ
れ
た
の
で
、

そ
こ
に
地
卜
道
を
通
っ
て
向
う
側

11
ヽ
う
し
る
。

と

i
iオ

舟
橋
の
明
治
橋
を
渡
っ
て
、

右
に
人
る
青
物
町
は
廿
し
な
か
ら
の
家
並
を
残
し
て
い
る
。

酋り
l

、
J

左
ハ
く
わ
お
ん
」

と
あ
る
c

現
介
束
南
の
角
に
あ
る
か
、
も
と
西
南
の
角
に
あ
っ
た

＼
ゞ

，
ぎ
り
し
な
し
カ

,
』
：
d

r

、
、
よ
）

の
ー
の
オ
カ
，
I

「
日
萬
遍
供
査
塔
」

，
＂
さ
'
¥
¥
r
n

,

h

J

J

C

 

に
「
布
ハ
ゆ

四

盛
岡
青
物
町
ー
繁
道

太
田
柏
を
渡
っ
て
南
へ
都
南
村
の
飯
両
の
力
に
行
く
姐
と
青
物
町
ー
木
店
を
経
て
槃

っ
て
い
て
、

新
し
い
橋
が
別
に
か
け
ら
れ
て
い
る
。

も
宵
暦
九
年
の
も
の
で
あ
る
。
本
富
い
神
社
か
ら
少
し
行
く
と
飯
岡
十
文
字
で
あ
る
。

年
間
の
創
建
と
仏
え
ら
れ
る
古
い
神
社
で
、
応
水
二
年
の
銘
の
あ
る
鰐

L
が
あ
り
、

扁
額

責＇l
八
炉
か
ら
西
に

km
ほ
と
行
く
と
、
右

f
に
大
窮
神
社
が
あ
る
。
大
店
神
社
は
大
同

冨
南
佃
‘
阿
弥
陀
佛
」

が
最

郎
氏
に
調
本
日
を
仏
粕
し
た
と
こ
ろ
、
都
南
村
の
飯
岡
山
の
麓
に
あ
る
秋
葉
神
社
が
も
と
観

れ
て
立
派
な
道
路
と
な
っ
て
い
て
、

旧
道
の
面
影
は
な
い
。

元
御
所
の
旧
道
の
左
側
に
木

動
さ
せ
ら
れ
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、

観
音
に
つ
い
て
地
元
で
人
田
小
学
校
長
及
川
節

こ
の
道
標
は
近
く
の
十
文
字
に
あ
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
か
、
旧
道
の
改
修
に
よ
っ
て
移

道
は
、

平ド

il町
の
じ
ツ
森
団
地
の
南
側
カ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ト
の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
南
に
人

即
ち
「
南
ハ
く
わ
ん
わ
ん
東
ハ
も
り
お
か
北
ハ
雫
石
み
ち
西
ハ
ゆ
み
ち
―

と
あ
る
。

Ji. 
cm 

の
外
、
文
化
九
年
じ
月
廿
八
日
の
戸
日
萬
遍
供
養
塔
」

は
道
標
と
な
っ
て
い
る
。

に
な
っ
た
。
」

こ
と
こ
ろ

．． 

・ヽ

（
玉
ド
石
町
史
よ
り
力
と
し
た
と
こ
ろ
は
晶
村
と
ど
え
ぐ
、

ir111)t;

，
 

ハ
年
の

「
念
佛
供
投
塔
」

lnl

さ
じ

Ocm)
、
安
政
四
年
の
「
南
無
阿
弥
陀
佛
」
(
'
り
lnJ

さ

は
、
板
柏
よ
り
分
岐
す
る
も
の
と
即
解
さ
れ
、

雫

1
経
由
の
路
線
は
忘
れ
よ
ら
れ
る
よ
う

ポ
の
抒
で
あ
る
か
、
境
内
に
文
化
厄
年
の

「
充
ヽ
念
佛
供
菱
塔
」

闊
さ
八
五
Cm

柏
し
凶
ヰ
代
は
小
明
で
あ
る
が
神
木
松
か
柏
え
ら
れ
た
。

し
た
か
っ
て
沢
内
佑
道
と
い
え

修
則
舗
装
し
た
ヅ
叫
路
を
叫
沿
柏
か
ら
．

km
ほ
と
行
っ
た
右
手
に
白
沢
げ
が
あ
る
。
曲
日
洞

れ
る
よ
う
に
な
り
、
窟
政
卜
年
（
／
じ
九
八

る
。
後
期
に
ぷ
七
っ
て
か
ら
は
、

こ
の
路
線
が
年
貢
米
の
連
搬
路
線
と
し
て
公
式
に
通
行
さ

ヵ

「
是
よ
り
左
1
.
1
.
j
程
行
沢
内
往
来
」

と
沢
内
街
道
は
板
橋
よ
り
人
る
こ
と
を
表
示
し
て
い

に
は
製
村
の
似
設
竹
即
区
域
に
定
め
ら
れ

こ
の
板
橋
•
安
庭
道
の
現
状
に
つ
い
て
述
べ
る0

秋
田
街
道
の
板
柏
か
ら
入
る
八
内
街

る
。
こ
の
通
路
も
御
所
ダ
ム
の
建
設
に
よ
り
周
辺
道
路
の
整
価
に
よ
っ
て
、
改
修
舗
装
さ

立
の
あ
る
一
角
に
石
碑
か
隼
め
ら
れ
て
い
る
。
享
保
十
八
年
の

も
古
い
。
そ
の
他
犬
保
三
年
、
天
保
五
年
、
嘉
永
じ
年
、
安
政
こ
年
の
も
の
な
と
沢
山
の

石
碑
が
あ
る
。
そ
こ
を
す
ぎ
て
、
黒
沢
川
を
渡
る
と
こ
ろ
で
、
台
地
を
．
卜
り
て
、

旧
安
庭

橋
で
一
一
の
山
仏
峠
越
道
と
[
緒
に
な
る
か
ヽ
現
在
こ
の

iH
道
は
御
所
ダ
ム
の
水
没
地
に

い
て
以
．
卜
況
川
す
る
こ
と
に
す
る
。

、
文
化

経
て
戸
沢
で
県
道
沢
内
線
に
接
続
す
る
。
そ
の
大
半
は
旧
道
を
改
修
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

御
所
ダ
ム
の
建
設
に
伴
っ
て
、
新
ら
し
く
つ
け
変
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
れ
に
つ

百
社
と
云
わ
れ
、
古
い
観
，
け
を
ま
つ
っ
て
て
、
遠
く
か
ら
参
拝
者
も
あ
る
と
の
事
で
あ
る
。

の
方
へ
い
く
東
西
の
追
路
の
交
ふ
点
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
文
政
＇
」
叩
か
安
政
，
」
卯
か
、
政

11 



の
道
に
出
た
が
、
現
在
こ
の
旧
道
は
御
所
ダ
ム
の
水
没
地
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
製

木
や
樹
木
に
覆
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
の
旧
道
は
大
繋
沢
に
出
て
、

．
9

．
．
ご
ー
＼

l‘

1
石
JI
名
し

151 

鉄
板
作
り
の
長
さ
四

Ocm
の
剣
に
「
金
神
観
枇
音
嘉
永
四
年
十
一
月
九
日
」

陥
落
の
化
十
神
て
、
鉄
板
作
り
の
に
さ
四

O
c
m
の
剣
に
「
奉
納
抜
川
神
社

と
刻
ま

矢
川
の
令
神
観
枇
介

が
通
し
て
い
た
ら
し
く
、
へ
III
て
も
旧
通
の
あ
と
が
良
く
残
っ
て
い
る
冗
又
囀
州
に
よ
り
雑

年
」
と
刻
ま
れ
て
い
る

こ
の
大
欠
山
の
登
り
取
の
力
に
は
水
飲
場
も
あ
り
小
山
で
は
あ
る
か
、
比
齢
的
良
い
道

嘉
永
四

るハ

141 

・

ー

・

・

矢
JI
の
枕
JI
付
付

と
あ
る
の
に
よ
る
(
)

ヽ
し

ヽ

し
カ

明
治
の
頃
に
は
川
沿
の
道
も
間
か
れ
だ
も
の
と
杓
え
ら
れ

弘
化
・
・
年
の
額
が
あ
る
C

↓

)

 

~
~
 

「
此
湯
城
府
西
行
二
十
里
余
。

在
九
曲
大
折
坂
、

仄
．
い
数
卜
，
能
沿
研
釘
点
悪

,31 

犬
リ
い
の
金
リ
比
羅
神
社

こ
ろ
を
除
く
と
山
直
か
良
く
残
っ
て
い
る
C

山
坂
を
越
し
だ
と
す
る
の
は
邦
内
郷
村
よ

は
し
め
歩
’
f
渡
で
あ
っ
た
か
、
後
に
は
月
渡
し
と
な
っ
た
。

セ
ン
タ
ー
と
し
て
庭
球
場
を
作
っ
た
の
で
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
、
そ
の
削
ら
れ
た
と

121 

根
堀
の
渡
り
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府
新
タ
ニ
内
国
偵
ヲ
起
ン
、
以
テ
大
二
日
ぷ
ノ
使
益
ヲ
典
サ
ン
ト
人
ル
ノ

1
学
ア
リ
；

其
事
業
種
々
ナ
リ
ト
雖
モ
、
中
二
就
キ
運
輸
ノ
便
ヲ
開
ク
ヲ
以
テ
最
大
緊
急
ト
セ
ラ
ル
ル
モ
ノ

＾
ノ

111
道
ヲ
凹
復
シ
テ
百
般
ノ
便
ヲ
間
キ
刈
益
ヲ
興
シ
、
じ
ハ

ノ
如
ン
ぐ
臣
此
降
連
二
際
シ
、

朝
廷
ノ
盛
応
ヲ
奉
休
シ
、
ド
ハ
民
庶
ヲ
シ
テ
幸
輻
ヲ
得
セ
シ
メ
ン
ト
欲
ス
．
，
其
詳
日
ヲ
間
陳
ス
｀

ル
左
ノ
如
シ
。

羽
州
横

r伯
逍
什
liofl

ハ、

9
ト
11
駅
（
第
四

K
I
X
一
小
区
↑
ド
什
村
ノ
内
ニ
ン
テ
秋

111
伯
逍
ノ
＾
駅

ナ
リ
）

ヨ
リ
岐
分
シ
テ
、
森
宿
村
（
第
四
大
区
六
小
区
）
字
待
多
部
（
ぷ
烏
宿
村
ノ
内
）
越
二
係

リ
、
貝
沢
駅
（
第
九
大
区
四
小
区
川
舟
村
ノ
内
）
二
平
リ
、
夫
ヨ
リ
川
舟
新
町
（
第
九
大
区
四

小
区
）
越
中
畑
詞
大
区
小
区
大
野
村
ノ
内
）
ヲ
粁
テ
、
羽
州
横

f
二
{
I

レ
リ
り
然
ル
ニ
藩
ノ

都
合
ニ
ョ
リ
待
多
部
越
ノ
旧
道
ヲ
廃
シ
、

ノ
封

t
ヲ
巡
視
ス
、

使
ブ
ン
テ
故
ラ
ニ
社
嶽
ノ
村
邑
、

第
四
大
区
：
小
い

怜
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対

r郡
f
ド

11駅

内
国
通
運
会
社
取
扱
人
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（
伝
二
日
、
旧
幕
府
軋
ハ
、
吏
員
ヲ
発
シ
テ
旧
藩
々

コ
レ
ヲ
巡
兄
使
卜
称
ス
、
中
ー
叶
渚
藩
封
ー
ノ
殷
富
肥
壌
ヲ
悶
秘
ス
、
巡
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不

t
ノ
山
野
ヲ
巡
視
セ
シ
ム
ル
ノ
間
背
ア
リ
、
鉄
‘
ル
ニ
、

本
文
待
多
部
越
ノ
沿
道
路
傍
ハ
桧
樹
森
々
ト
シ
テ
繁
茂
ヲ
極
ム
、
若
シ
幕
吏
ヲ
シ
テ
目
撃
セ

シ
メ
バ
、
封

t
産
産
二
店
ム
ト
視
忌
セ
ラ
ル
ル
ヲ
濯
シ
、
介
爪
該
道
ヲ
廃
シ
テ
新
道
ヲ
取
レ

リ
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、
以
逍
悴
ノ
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易
、
連
輸
ノ
使
古
サ
＂
人
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嘉

'
1
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ン
ヤ
、
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11
、
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泊
時
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部
越

へ
接
読
ス
ル
字
萩
原
卜
占
ヘ
ル
原
野
へ
、
臼
巴
ヲ
牧
養
ス
、
故
二
行
脈
ノ
モ
ノ
牧
場
ノ
閃
害
ヲ

沿
人
ブ
咆
リ
丁
該
心
ヲ
廃
セ
リ
ト
、
足
偕
佃
ど
ノ

11
碑
二
仏
フ
州
一
ン
テ
執
レ
カ
化
ナ
ル
サ
確

知
ス
ル
ニ
由
ナ
シ
、
然
レ
ト
モ
該
迅
ハ
‘
,
0
旅
連
輸
ノ
が
使
ナ
ル
ブ
以
テ
虎
人
ル

-JI
人
、
ン
テ

別
二
匝
因
ス
ル
所
ア
ル
ニ
足
ル
ナ
リ
）
貝
沢
駅
ヨ
リ
南
畑
村
（
第
四
大
区
ぃ
ハ
小
区
）
字
山
仏
峠
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安

駐
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大
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区

ル
ノ
洲
道
二
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セ
リ
ト
＾
ム
フ

”
旧
道
恢
復
ノ
像
二
付
建
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足
ヲ
羽
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横
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迅
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通
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復
ノ
儀
二
付
建
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に
次
の
如
く
あ
る

lli
伏
峠
越
の
追
よ
り
長
柏
峠
越
え
の
道
の
方
か
、
使
利
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

191治

長
橋
峠
越
と
山
伏
峠
越
の
道
に
つ
い
て

寸

球
刊

＄

古
•
原
史
資
料
も
多
数
収
蔵
屎
ぷ

駅
ヨ
リ
、
貝
沢
駅
迄
六
甲
ト
―
町
ノ
里
程
ニ
シ
テ
、
其
間
山
伏
峠
ノ
瞼
峨
ヲ
第
一
等
ト
ス
。
コ

レ
ニ
叫
ク
ヲ
男
助

111
（
南
削
村
ノ
中
央
二
位
ス

111
ナ
リ
）
ノ
半
腹
ヲ
経
圃
ス
ル
ノ
岨
道
ア
リ
、

大
橋

（
南
畑
村
ノ
内
）
升
八

(
l村
ノ
内
）
天
JJ
い
（
西
安
屹
村
ノ
内
）
竹
J

ノ
峻
阪
ア
リ
。
メ
大

川
ニ
ム
1

リ
テ
ハ
安
庭
ノ
渡
船
（
予

F11即
四
大
区
中
ノ
ー
大
幹
川
ナ
リ
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リ
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i
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会
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村
ノ
I
A
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d
(

南
畑
村
ノ
I
A
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人
枡

(
I
I
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A
)
h
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I
(
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I
中
ノ
ー

f

ー
／

~
I
I木

ノ
六
川
ア
リ
。
且
山
仏
峠
へ
登
ル
幽
叡
中
ノ
：
川
縦
横
濫
流
十
度
ノ

内
）
大
柏
（
詞
村
ノ
内
）

多
キ
ヲ
内
叫
ス
。

h.^
・
・
ロ
コ
レ
ヲ
、
四
卜
八
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ト
一
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其
他
細
流
二
至
リ
テ
ハ
枚
挙
二
退
ア
ラ

ス
。
此
故
二
降
巾
ス
ル
コ
ト
ニ
楳
咄
シ
、
通
船
ヲ
停
メ
柏
栄
ヲ
川
呟
ス
。
阪
飢
泥
淋
人
馬
ノ
歩

ヲ
難
ス
。
飢
ル
行
族
ノ
疾
苦
ヲ
極
ム
。
運
輸
ヲ
防
害
ス
管
内
最
モ
蒋
名
ノ
難
道
タ
リ
。

山
仇
峠
通
リ
ノ
街
道
ハ
、
安
庭
渡
船
場
ヨ
リ
心
ド
伍
駅
へ
係
レ
ハ
頗
ル
迂
回
ノ
道
タ
リ
。
而
シ
テ

該
場
ヨ
リ
直
チ
ニ
字
御
所
（
第
四
大
区
，
爪
占
い
繋
村
ノ
内
）

道
字
板
橋

密
行
シ
、
公
巾
二
非
サ
ル
ヨ
リ
ハ
ー

卜
ぷ
ヘ
ル
支
村
ヲ
紆
テ
、
秋

IllffJ

（
第
四
大
悩
雫
石
村
ノ
内
ニ
シ
テ
雫
石
駅
、
盛
岡
駅
へ
通
ル
街
道
中
タ
リ
）

二
会
ス

ル
近
使
ノ
間
直
ア
ル
ヲ
以
テ
、
↑
鰭
杵
変
道
ヲ
以
還
旅
客
及
ヒ
商
売
連
搬
ノ
物
品
、
皆
該
間
道
ヲ

二
本
道
ヲ
舒
テ
位
ド

11駅
へ
係
ル
ナ
キ
ニ
ム
L

ル
。
然
ト
モ
該

地
ハ
公
駅
タ
ル
ヲ
以
テ
、
従
前
無
賃
或
ハ
定
目
賃
銭
払
ノ
人
鳥
（
旧
幕
ノ
制
公
事
ノ
旅
行
ハ
御

川
、
或
ハ
几
木
印
卜
称
ン
公
然
無
貨
ニ
シ
テ
多
数
ノ
人
馬
ヲ
使
川
シ
、
旧
藩
皆
コ
レ
ニ
倣
ヒ
、

所
諮
御
川
人
馬
ハ
陸
続
通
行
シ
テ
ー
銭
ノ
貨
ヲ
給
rナ
人
ル
ナ
シ
、
加
之
ナ
ラ
ス
行
旅
ノ
士
卒
、

賃
帳
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
携
帯
ン
、
定

H
賃
銭
ヲ
投
シ
テ
人
男
ヲ
濫
用
ス
、
此
定

H
賃
銭
ナ
ル
モ
ノ
ハ
、

通
常
相
対
い
銭
ノ

rヵ
＾

ニ
モ
中
ー
ラ
サ
ル
ノ
博
い
タ
リ
、
コ
レ
〈
奴
ナ
武
門
圧
制
ノ
余
弊
ナ
リ
、
）

ノ
ミ
使
川
セ
ラ
レ
、
加
之
ナ
ラ
ス
駅
衛
ノ
冗
費
、
吏
員
ノ
給
伶
苫
約
ネ
該
駅
ノ
尼
介
二
帰
セ
リ
。

既
二
几
利
ハ
他
二
獲
ラ
レ
テ
、
其
害
ハ
己
コ
レ
ヲ
受
ケ
其
失
ヲ
被
フ
ム
リ
テ
、
其
得
ヲ
奪
ハ
ル
。

コ
レ
カ
幻
メ
ニ
該
駅
年
々
槌
弊
ン
テ
、
オ
々
哀
閲
シ
殆
卜
挽
詞
久
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ニ
ぷ
ト
レ
リ
。
此

故
二
従
木
旧
道
恢
復
ノ
志
願
ア
リ
ト
鉗
モ
、
藩
制
ノ
弊
風
タ
ル
守
旧
ノ
墳
ヲ
固
執
シ
テ
採
容
セ

ラ
レ
人
。
該
駅
ノ
民
虹
苫
伯
ヲ
訴
フ
ル
ノ
他
ナ
ク
、
怨
ヲ
呑
ン
テ
多
年
ノ
光
陰
ヲ
送
レ
リ
。
天

連
術
還
ン
テ
＂

nテ
還
サ
ル
ハ
ナ
ン
。
紺
新
以
降
政
府
大
二
術
弊
ヲ
沿
尽
ン
、
咄
々
駅
止
ヲ
改
革

シ
テ
行
旅
運
輸
ノ
便
ヲ
聞
キ
、
駅
村
ノ
疾
苦
ヲ
函
除
セ
ラ
レ
、

ー
改
ハ
ぃ
半
ヨ
リ
沖
ヲ
加
へ
、

へ
III
無
前
ノ
，
艮
仏
災
制
二
及
ヘ
リ
。
面
シ
テ
心
ド
い
駅
漸
々
旧
襲
ノ
被
古
ヲ
脱
ス
ル
ニ
致
レ
リ
。

以
、
レ
ト

1
叫
几
古
サ
被
ブ
サ
ル
ノ
ミ
9

人
夕
且

"tll
ヴ
得
タ
ル
一
ム
ト
ラ
人
ぃ

仮
二
9
パ
霧
ー
」
二
披
散

人
ル
モ
、
未
夕

K
I
I
ヲ
仰
カ
サ
ル
如
シ
c

且
夫
レ
荊
ヲ
得
テ
蜀
ヲ
望
ム
ハ
人
ノ
常
道
ニ
シ
テ

免
レ
サ
ル
川
ナ
リ
，
矧
ヤ
設
駅
J

如
ヤ
ハ
、

Ill
＊
咆
涵
人
夕
愈
人
却
ル

rt瓜
ヲ
怖
ム
。
而
テ
今

ャ

rト
11
木
曽

fI
ノ
降
沿
二
遭
遇
セ
リ
ぃ
此
怖
連
1

一
束
シ
―
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木
ノ
索
快
サ
逹
シ
、
積
年
ノ
術
佑

ヲ
散
セ
人
ン
ハ
、
将
夕
佃
／
時
ヲ
期
セ
ン

Y

叫
ン
ト
ニ
所
謂
旧
道
ナ
ル
モ
ノ
ハ
某
石
駅
ノ
中
央
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仏
仙
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仙
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／
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品
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卜
錐
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心
二
拍
咋
ノ
夏
ヒ
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聞
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＜
升
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狭
ク
庄
庁
軌
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~
ン
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、
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架
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如
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、
仏
脳
ニ
ン
ァ
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／
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／
丁
水
輻
甚
夕
広
I
J
ラ
入
卜
剖
ト
モ
、
水
泊
辿
カ
ラ
人
！
地
形
漸
低
ナ
ル
ヲ
以
テ
森
田

若
ン
ク
ハ
．
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介
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難
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ヲ
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ノ
架
改
ヲ
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復
ノ
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ノ
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ノ
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又
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追
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独
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什
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＂沢内村 大荒沢の一里塚跡
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青物町一繋道
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9盛岡市飯岡十文字の現状
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11盛岡市 太田の方八丁

13盛岡市 上鹿賽の道標（太田小学校保管）
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E
 

I.'!! 

10盛岡市飯岡十文字の道標

12盛岡市上鹿妻の道標

14盛岡市猪去一本木の道檬
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